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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッドと、
　前記インクジェットヘッドと記録媒体とを副走査方向に沿って相対的に移動させる移動
手段と、
　前記複数のノズルを副走査方向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投
影ノズル列において、Ｎ個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動させて、主
走査方向に沿う（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、駆動され
るノズルを順次切り換えながらすべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動方向と平
行な副走査方向について（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査方向に（Ｎ＋１）ド
ット間隔で並べられたドット列を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを
形成するように前記複数のノズルを駆動制御する駆動制御手段と、
　前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノ
ズル検知パターンを読取る読取手段と、
　前記読取手段により読取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理手段と
、
　前記データ処理手段の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断
する判断手段と、
　を備え、
　前記駆動制御手段は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、前記読取手段の読
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取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピッチ（Ｎ＋１）と
、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式
　｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐ
　を満たし、かつ、次式
　（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２

　を満たす前記ノズル検知パターンを形成するように前記複数のノズルを駆動制御するこ
とを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記データ処理手段は、読取手段から得られた読取データに対して二値化処理を施す二
値化処理手段を含み、
　前記判断手段は、前記二値化処理手段により得られた二値データにおける前記ノズル検
知パターンのドット列間に対応する間隔に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否か
を判断するとともに、前記二値データにおける前記ノズル検知パターンのドット列に対応
する値に基づいて、前記複数のノズルのいずれが異常となっているかを判断することを特
徴とするインクジェット記録装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記判断手段は、前記ノズル検知パターンの同一の段に属する他のノズルにより形成さ
れたドット列のデータ値が示す濃度値を利用して各ノズルが異常ノズルであるか否かを判
断することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項４】
　請求項１又は３に記載のインクジェット記録装置において、
　前記判断手段は、前記データ処理手段から得られたデータが示す濃度値に基づいて、前
記ノズル検知パターンのドット列に対応する濃度値と前記ノズル検知パターンのドット列
間に対応する濃度値との中間値に対応するノズルを異常ノズルと判断することを特徴とす
るインクジェット記録装置。
【請求項５】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記データ処理手段から得られたデータに対して異常ノズルを判断するためのしきい値
を設定するしきい値設定手段を含み、
　前記判断手段は、前記データ処理手段から得られたデータと前記しきい値とを比較して
、前記複数のノズルのいずれが異常となっているかを判断することを特徴とするインクジ
ェット記録装置。
【請求項６】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記データ処理手段は、前記読取手段から得られた読取データに対する統計分布を算出
する統計分布算出手段を含み、
　前記判断手段は、前記データ処理手段から得られた統計分布に基づいて、予め決められ
た偏差を超えるデータ値に対応するノズルを異常ノズルと判断することを特徴とするイン
クジェット記録装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載のインクジェット記録装置において、
　前記データ処理手段は、読取手段から得られた読取データに対して正規化処理を施す正
規化処理手段を含むことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項８】
　記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッドと、
　前記インクジェットヘッドと記録媒体とを副走査方向に沿って相対的に移動させる移動
手段と、
　前記複数のノズルを副走査方向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投
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影ノズル列において、Ｎ個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動させて、主
走査方向に沿う（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、駆動され
るノズルを順次切り換えながらすべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動方向と平
行な副走査方向について（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査方向に（Ｎ＋１）ド
ット間隔で並べられたドット列を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを
形成するように前記複数のノズルを駆動制御する駆動制御手段と、
　前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノ
ズル検知パターンを読取る読取手段と、
　前記読取手段により読取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理手段と
、
　前記データ処理手段の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断
する判断手段と、
　を備え、
　前記駆動制御手段は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、前記読取手段の読
取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピッチ（Ｎ＋１）と
、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式
　｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐ
　を満たし、かつ、次式
　（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２

　を満たす前記ノズル検知パターンを形成するように前記複数のノズルを駆動制御し、
　前記データ処理手段は、読取手段から得られた読取データに対して正規化処理を施す正
規化処理手段を含み、
　前記正規化処理手段は、前記投影ノズル列を複数の領域に分割した領域ごとに前記読取
手段から得られた読取データに対して正規化処理を施すことを特徴とするインクジェット
記録装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかに記載のインクジェット記録装置において、
　前記読取手段は、前記インクジェットヘッドを含む画像記録手段の記録媒体移動方向の
下流側に設けられることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかに記載のインクジェット記録装置において、
　前記判断手段により異常ノズルと判断されたノズルに対する吐出データを補正する補正
手段を備えたことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッドと、前記記
録媒体と、を副走査方向に沿って相対的に移動させながら、前記複数のノズルを副走査方
向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投影ノズル列において、Ｎ個（Ｎ
は正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動させて、主走査方向に沿う（Ｎ＋１）ドッ
ト間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、駆動されるノズルを順次切り換えながら
すべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動方向と平行な副走査方向について（Ｎ＋
１）段分のドット列を形成し、主走査方向に（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられたドット列
を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを形成するノズル検知パターン形
成工程と、
　前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノ
ズル検知パターンを読取る読取工程と、
　前記読取工程において読取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理工程
と、
　前記データ処理工程の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断
する判断工程と、
　を含み、
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　前記ノズル検知パターン形成工程は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、前
記読取工程の読取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピッ
チ（Ｎ＋１）と、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式
　｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐ
　を満たし、かつ、次式
　（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２

　を満たす前記ノズル検知パターンを形成することを特徴とする異常検出方法。
【請求項１２】
　記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッドと、前記記
録媒体と、を副走査方向に沿って相対的に移動させながら、前記複数のノズルを副走査方
向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投影ノズル列において、Ｎ個（Ｎ
は正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動させて、主走査方向に沿う（Ｎ＋１）ドッ
ト間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、駆動されるノズルを順次切り換えながら
すべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動方向と平行な副走査方向について（Ｎ＋
１）段分のドット列を形成し、主走査方向に（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられたドット列
を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを形成するノズル検知パターン形
成工程と、
　前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノ
ズル検知パターンを読取る読取工程と、
　前記読取工程において読取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理工程
と、
　前記データ処理工程の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断
する判断工程と、
　を含み、
　前記ノズル検知パターン形成工程は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、前
記読取工程の読取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピッ
チ（Ｎ＋１）と、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式
　｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐ
　を満たし、かつ、次式
　（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２

　を満たす前記ノズル検知パターンを形成し、
　前記データ処理工程は、読取工程から得られた読取データに対して正規化処理を施す正
規化処理工程を含み、前記正規化処理工程は、前記投影ノズル列を複数の領域に分割した
領域ごとに前記読取工程から得られた読取データに対して正規化処理を施すことを特徴と
する異常検出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はインクジェット記録装置及び異常検出方法に係り、特に複数のノズルがマトリ
クス状に並べられたインクジェットヘッドの異常検出技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット方式より記録媒体上に所望の画像を形成するインクジェット記録装置が
知られている。二次元のノズル配列を持つサブヘッドを用紙幅方向に並べて、用紙全幅に
対応するフルライン型のインクジェットヘッドを具備し、フルライン型ヘッドと用紙とを
一回だけ走査させて用紙全体に画像を形成するシングルパス画像記録により、高い生産性
が実現されている。
【０００３】
　インクジェット記録装置において、インクの吐出状態が不安定となっている異常ノズル
は種々の不具合を引き起こすため、これを検知するとともに異常ノズルが検知されたとき
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には、異常ノズルに対して補正処理を施す必要がある。異常ノズルの検知に関して、ＣＣ
Ｄなどの撮像素子が一列に並べられたライン型ＣＣＤ撮像装置を用いて、記録画像の出力
解像度と同等の読取解像度で記録画像を撮像する構成は、異常ノズルの有無を精度よく検
知することが可能である。
【０００４】
　図１３は、記録解像度１２００ｄｐｉの１オン１０オフ検知パターンを読取解像度１２
００ｄｐｉのライン型ＣＣＤ撮像装置により読み取ったときの１段分の読取データである
。
【０００５】
　同図における横系列はノズル番号（ノズル位置）を表し、縦系列はデータ値を表してい
る。データ値は８ビットデータ（０～２５５）であり、データ値「１５０」の近傍はドッ
ト列（オン）に対応し、データ値「２３０」の近傍はドット列間（オフ）に対応している
。同図に示す読取データは、検知パターンに対応したオンオフのパターンを有しているの
で、この段の検知パターンを形成したノズルの中に異常ノズルは存在していないと判定さ
れる。
【０００６】
　一方、ライン型ＣＣＤ撮像装置は、読取解像度が高いものほどデータ転送速度が遅く、
高解像度タイプのライン型ＣＣＤ撮像装置を用いて画像出力をインラインで検査した場合
は、記録媒体の搬送方向における読取解像度の極端な低下により、実効的な検査が困難に
なってしまう。
【０００７】
　そこで、いわゆる「１オンＮオフ型の検知パターン」の記録解像度よりも十分に低い読
取解像度（十分に速い転送速度）を持つライン型ＣＣＤ撮像装置を用いて、データ転送速
度に起因するインライン検査時の記録媒体の搬送方向における読取解像度の極端な低下を
回避する技術が提案されている。
【０００８】
　ここで、上記した「１オンＮオフの検知パターン」とは、（Ｎ＋１）ドットピッチで並
べられたドット列を（Ｎ＋１）段分有し、各段のドット列は配列方向について互いにずら
されて配置されたパターンである。
【０００９】
　すなわち、（Ｎ＋１）ノズルおきに連続的に同時駆動させて１段分のドット列が形成さ
れ、同時駆動させるノズルを切り換えながら（Ｎ＋１）段分のドット列が形成され、すべ
てのノズルによるドット列が含まれた１オンＮオフ型の検知パターンが形成される。この
ようなすべてのノズルを用いて形成された１オンＮオフ型の検知パターンの読取情報に基
づいて、すべてのノズルについて異常の有無を判定することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００５－２０５６４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　図１４は、記録解像度１２００ｄｐｉの１オン１０オフ検知パターンを読取解像度５０
０ｄｐｉのライン型ＣＣＤ撮像装置により読み取ったときの１段分の読取データである。
同図におけるノズル番号を表す横系列の値は、図１３のノズル番号に５／１２を乗じた値
としている。同図に示す読取データは、オンに対応するデータ値１５０と、オフに対応す
るデータ値２００～２３０と、の中間値を持つデータが含まれており、この中間値を持つ
データは、吐出量過少又は着弾位置ズレによりデータ値が減少したデータであるか、又は
隣接撮像画素の中間に位置したドット列のデータであると考えられる。前者は異常ノズル
と判定されるべきデータであり、後者は正常ノズルと判定されるべきであるが、図１３に
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示す読取データからこれらを正確に区別することは極めて困難である。
【００１２】
　図１５は、図１４に示す読取データのデータ値を指標とする分布を表している。図１５
における縦系列はデータ値の出現頻度を表しており、データ値１５０は正常ノズルに対応
するピークが現れる。一方、正常ノズルに対応するデータ値よりも大きなデータ値の領域
にも異常ノズルに対応する値が現われている。データ値１５０近傍の正常ノズルに対応す
るピークから両矢印線により図示した区間のデータ値に対応するノズルは、正常又は異常
の判定を誤りやすいデータ値を持つといえる。
【００１３】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、記録解像度よりも低い解像度の読取
手段から得られた読取データに基づき、正確な異常ノズルの判定を可能とするインクジェ
ット記録装置及び異常検出方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明に係るインクジェット記録装置は、記録媒体へ液滴
を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッドと、前記インクジェットヘッ
ドと記録媒体とを副走査方向に沿って相対的に移動させる移動手段と、前記複数のノズル
を副走査方向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投影ノズル列において
、Ｎ個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動させて、主走査方向に沿う（Ｎ
＋１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、駆動されるノズルを順次切り
換えながらすべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動方向と平行な副走査方向につ
いて（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査方向に（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられ
たドット列を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを形成するように前記
複数のノズルを駆動制御する駆動制御手段と、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１

よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノズル検知パターンを読取る読取手段と、前記
読取手段により読取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理手段と、前記
データ処理手段の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断する判
断手段と、を備え、前記駆動制御手段は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、
前記読取手段の読取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピ
ッチ（Ｎ＋１）と、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐ
を満たし、かつ、次式（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２を満たす前記ノズル検知パターンを形成す
るように前記複数のノズルを駆動制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、読取手段により読み取られるノズル検知パターンの主走査方向のドッ
ト列の間隔（Ｎ＋１）を、読取手段の読取解像度の２以上の整数倍とし、かつ、（Ｎ＋１
）を読取解像度に対する記録解像度の比率よりも大きくすることで、ノズル検知パターン
を構成するすべてのドット列が確実に読み取られる。したがって、読取手段から得られた
データのデータ抜けが回避され、好ましい異常ノズル検出が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の全体構成図
【図２】図１に示すインクジェット記録装置に搭載されるインクジェットヘッドの構造を
示す平面透視図
【図３】図２の拡大図
【図４】図２に示すサブヘッドのノズル配置を示す平面透視図
【図５】図２に示すサブヘッドの立体構造を示す断面図
【図６】図１に示すインクジェット記録装置の制御系の構成を示すブロック図
【図７】インラインセンサの構成例を示す概略構成図
【図８】ノズル検知パターンが形成された記録媒体の平面図



(7) JP 5534770 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

【図９】記録解像度、読取解像度、ノズル検知パターンのパターン間隔の関係を説明する
図
【図１０】本例に示すノズル検知パターンの読取データを示す図
【図１１】吐出異常ノズル検知及び画像補正の制御の流れを示すフローチャート
【図１２】検知パターンの読取データの出現頻度を表す図
【図１３】記録解像度と同じ読取解像度で読み取られた場合の読取データを示す図
【図１４】記録解像度よりも低い読取解像度で読み取られた場合の読取データを示す図
【図１５】記録解像度よりも低い読取解像度で読み取られた読取データの分布を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付図面に従って本発明の好ましい実施の形態について詳説する。
【００１８】
　〔インクジェット記録装置の全体構成の説明〕
　図１は、本実施形態に係るインクジェット記録装置の全体構成を示した構成図である。
同図に示すインクジェット記録装置１０は、色材を含有するインクと該インクを凝集させ
る機能を有する凝集処理液を用いて、所定の画像データに基づいて記録媒体１４の記録面
に画像を形成する２液凝集方式の記録装置である。
【００１９】
　インクジェット記録装置１０は、主として、給紙部２０、処理液塗布部３０、描画部４
０、乾燥処理部５０、定着処理部６０、及び排出部７０を備えて構成される。処理液塗布
部３０、描画部４０、乾燥処理部５０、定着処理部６０の前段に搬送される記録媒体１４
の受け渡しを行う手段として渡し胴３２，４２，５２，６２が設けられるとともに、処理
液塗布部３０、描画部４０、乾燥処理部５０、定着処理部６０のそれぞれに記録媒体１４
を保持しながら搬送する手段として、ドラム形状を有する圧胴３４，４４，５４，６４が
設けられている。
【００２０】
　渡し胴３２，４２，５２，６２及び圧胴３４，４４，５４，６４は、外周面の所定位置
に記録媒体１４の先端部（又は後端部）を挟んで保持するグリッパー８０Ａ，８０Ｂが設
けられている。グリッパー８０Ａとグリッパー８０Ｂにおける記録媒体１４の先端部を挟
んで保持する構造、及び他の圧胴又は渡し胴に備えられるグリッパーとの間で記録媒体１
４の受け渡しを行う構造を同一であり、かつ、グリッパー８０Ａとグリッパー８０Ｂは、
圧胴３４の外周面の圧胴３４の回転方向について１８０°移動させた対称位置に配置され
ている。
【００２１】
　グリッパー８０Ａ，８０Ｂにより記録媒体１４の先端部を狭持した状態で渡し胴３２，
４２，５２，６２及び圧胴３４，４４，５４，６４を所定の方向に回転させると、渡し胴
３２，４２，５２，６２及び圧胴３４，４４，５４，６４の外周面に沿って記録媒体１４
が回転搬送される。
【００２２】
　なお、図１中、圧胴３４に備えられるグリッパー８０Ａ，８０Ｂのみ符号を付し、他の
圧胴及び渡し胴のグリッパーの符号は省略する。
【００２３】
　給紙部２０に収容されている記録媒体（枚葉紙）１４が処理液塗布部３０に給紙される
と、圧胴３４の外周面に保持された記録媒体１４の記録面に、凝集処理液（以下、単に「
処理液」と記載することがある。）が付与される。なお、「記録媒体１４の記録面」とは
、圧胴３４，４４，５４，６４の保持された状態における外側面であり、圧胴３４，４４
，５４，６４に保持される面と反対面である。
【００２４】
　その後、凝集処理液が付与された記録媒体１４は描画部４０に送出され、描画部４０に
おいて記録面の凝集処理液が付与された領域に色インクが付与され、所望の画像が形成さ
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れる。
【００２５】
　さらに、該色インクによる画像が形成された記録媒体１４は乾燥処理部５０に送られ、
乾燥処理部５０において乾燥処理が施されるとともに、乾燥処理後に定着処理部６０に送
られ、定着処理が施される。乾燥処理及び定着処理が施されることで、記録媒体１４上に
形成された画像が堅牢化される。このようにして、記録媒体１４の記録面に所望の画像が
形成され、該画像が記録媒体１４の記録面に定着した後に、排出部７０から装置外部に搬
送される。
【００２６】
　以下、インクジェット記録装置１０の各部(給紙部２０、処理液塗布部３０、描画部４
０、乾燥処理部５０、定着処理部６０、排出部７０)について詳細に説明する。
【００２７】
　（給紙部）
　給紙部２０は、給紙トレイ２２と不図示の送り出し機構が設けられ、記録媒体１４は給
紙トレイ２２から一枚ずつ送り出されるように構成されている。給紙トレイ２２から送り
出された記録媒体１４は、渡し胴（給紙胴）３２のグリッパー（不図示）の位置に先端部
が位置するように不図示のガイド部材によって位置決めされて一旦停止する。
【００２８】
　（処理液塗布部）
　処理液塗布部３０は、給紙胴３２から受け渡された記録媒体１４を外周面に保持して記
録媒体１４を所定の搬送方向へ搬送する圧胴（処理液ドラム）３４と、処理液ドラム３４
の外周面に保持された記録媒体１４の記録面に処理液を付与する処理液塗布装置３６と、
含んで構成されている。処理液ドラム３４を図１における反時計回りに回転させると、記
録媒体１４は処理液ドラム３４の外周面に沿って反時計回り方向に回転搬送される。
【００２９】
　図１に示す処理液塗布装置３６は、処理液ドラム３４の外周面（記録媒体保持面）と対
向する位置に設けられている。処理液塗布装置３６の構成例として、処理液が貯留される
処理液容器と、処理液容器の処理液に一部が浸漬され、処理液容器内の処理液を汲み上げ
る汲み上げローラと、汲み上げローラにより汲み上げられた処理液を記録媒体１４上に移
動させる塗布ローラ（ゴムローラ）と、を含んで構成される態様が挙げられる。
【００３０】
　なお、該塗布ローラを上下方向（処理液ドラム３４の外周面の法線方向）に移動させる
塗布ローラ移動機構を備え、該塗布ローラとグリッパー８０Ａ，８０Ｂとの衝突を回避可
能に構成する態様が好ましい。
【００３１】
　処理液塗布部３０により記録媒体１４に付与される処理液は、描画部４０で付与される
インク中の色材（顔料）を凝集させる色材凝集剤を含有し、記録媒体１４上で処理液とイ
ンクとが接触すると、インク中の色材と溶媒との分離が促進される。
【００３２】
　処理液塗布装置３６は、記録媒体１４に塗布される処理液量を計量しながら塗布するこ
とが好ましく、記録媒体１４上の処理液の膜厚は、描画部４０から打滴されるインク液滴
の直径より十分に小さくすることが好ましい。
【００３３】
　（描画部）
　描画部４０は、記録媒体１４を保持して搬送する圧胴（描画ドラム）４４と、記録媒体
１４を描画ドラム４４に密着させるための用紙抑えローラ４６と、記録媒体１４にインク
を付与するインクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙを備えている。なお、
描画ドラム４４の基本構造は、先に説明した処理液ドラム３４と共通しているので、ここ
での説明は省略する。
【００３４】
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　用紙抑えローラ４６は、描画ドラム４４の外周面に記録媒体１４を密着させるためのガ
イド部材であり、描画ドラム４４の外周面に対向し、渡し胴４２と描画ドラム４４との記
録媒体１４の受渡位置よりも記録媒体１４の搬送方向下流側であり、且つ、インクジェッ
トヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙよりも記録媒体１４の搬送方向上流側に配置さ
れる。
【００３５】
　渡し胴４２から描画ドラム４４に受け渡された記録媒体１４は、グリッパー（符号省略
）によって先端が保持された状態で回転搬送される際に、用紙抑えローラ４６によって押
圧され、描画ドラム４４の外周面に密着する。このようにして、記録媒体１４を描画ドラ
ム４４の外周面に密着させた後に、描画ドラム４４の外周面から浮き上がりのない状態で
、インクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙの直下の印字領域に送られる。
【００３６】
　インクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙはそれぞれ、マゼンダ（Ｍ）、
黒（Ｋ）、シアン（Ｃ）、イエロー（Ｙ）の４色のインクに対応しており、描画ドラム４
４の回転方向（図１における反時計回り方向）に上流側から順に配置されるとともに、イ
ンクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙのインク吐出面（ノズル面、図５に
符号１１４Ａを付して図示する。）が描画ドラム４４に保持された記録媒体１４の記録面
と対向するように配置される。なお、「インク吐出面（ノズル面）」とは、記録媒体１４
の記録面と対向するインクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙの面であり、
後述するインクが吐出されるノズル（図４に符号１０８を付して図示する。）が形成され
る面である。
【００３７】
　また、図１に示すインクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙは、描画ドラ
ム４４の外周面に保持された記録媒体１４の記録面とインクジェットヘッド４８Ｍ，４８
Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙのノズル面が略平行となるように、水平面に対して傾けられて配置さ
れている。
【００３８】
　インクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙは、記録媒体１４における画像
形成領域の最大幅（記録媒体１４の搬送方向と直交する方向の長さ）に対応する長さを有
するフルライン型のヘッドであり、記録媒体１４の搬送方向と直交する方向に延在するよ
うに固定設置される。
【００３９】
　インクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙのノズル面には、記録媒体１４
の画像形成領域の全幅にわたってインク吐出用のノズルがマトリクス配置されて形成され
ている。
【００４０】
　記録媒体１４がインクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙの直下の印字領
域に搬送されると、インクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙから記録媒体
１４の凝集処理液が付与された領域に画像データに基づいて各色のインクが吐出（打滴）
される。
【００４１】
　インクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙから、対応する色インクの液滴
が、描画ドラム４４の外周面に保持された記録媒体１４の記録面に向かって吐出されると
、記録媒体１４上で処理液とインクが接触し、インク中に分散する色材（顔料系色材）又
は不溶化する色材（染料系色材）の凝集反応が発現し、色材凝集体が形成される。これに
より、記録媒体１４上に形成された画像における色材の移動（ドットの位置ズレ、ドット
の色ムラ）が防止される。
【００４２】
　また、描画部４０の描画ドラム４４は、処理液塗布部３０の処理液ドラム３４に対して
構造上分離しているので、インクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙに処理
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液が付着することがなく、インクの吐出異常の要因を低減することができる。
【００４３】
　なお、本例では、ＣＭＹＫの標準色（４色）の構成を例示したが、インク色や色数の組
み合わせについては本実施形態に限定されず、必要に応じて淡インク、濃インク、特別色
インクを追加してもよい。例えば、ライトシアン、ライトマゼンタなどのライト系インク
を吐出するインクジェットヘッドを追加する構成も可能であり、各色ヘッドの配置順序も
特に限定はない。
【００４４】
　（乾燥処理部）
　乾燥処理部５０は、画像形成後の記録媒体１４を保持して搬送する圧胴（乾燥ドラム）
５４と、該記録媒体１４上の水分（液体成分）を蒸発させる乾燥処理を施す溶媒乾燥装置
５６を備えている。なお、乾燥ドラム５４の基本構造は、先に説明した処理液ドラム３４
及び描画ドラム４４と共通しているので、ここでの説明は省略する。
【００４５】
　溶媒乾燥装置５６は、乾燥ドラム５４の外周面に対向する位置に配置され、記録媒体１
４に存在する水分を蒸発させる処理部である。描画部４０により記録媒体１４にインクが
付与されると、処理液とインクとの凝集反応により分離したインクの液体成分（溶媒成分
）及び処理液の液体成分（溶媒成分）が記録媒体１４上に残留してしまうので、かかる液
体成分を除去する必要がある。
【００４６】
　溶媒乾燥装置５６は、ヒータによる加熱、ファンによる送風、又はこれらを併用して記
録媒体１４上に存在する液体成分を蒸発させる乾燥処理を施し、記録媒体１４上の液体成
分を除去するための処理部である。記録媒体１４に付与される加熱量及び送風量は、記録
媒体１４上に残留する水分量、記録媒体１４の種類、及び記録媒体１４の搬送速度（干渉
処理時間）等のパラメータに応じて適宜設定される。
【００４７】
　溶媒乾燥装置５６による乾燥処理が行われる際に、乾燥処理部５０の乾燥ドラム５４は
、描画部４０の描画ドラム４４に対して構造上分離しているので、インクジェットヘッド
４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙにおいて、熱又は送風によるヘッドメニスカス部の乾燥
によるインクの吐出異常の要因を低減することができる。
【００４８】
　記録媒体１４のコックリングの矯正効果を発揮させるために、乾燥ドラム５４の曲率を
０．００２（１／ｍｍ）以上とするとよい。また、乾燥処理後の記録媒体の湾曲（カール
）を防止するために、乾燥ドラム５４の曲率を０．００３３（１／ｍｍ）以下とするとよ
い。
【００４９】
　また、乾燥ドラム５４の表面温度を調整する手段（例えば、内蔵ヒータ）を備え、該表
面温度を５０℃以上に調整するとよい。記録媒体１４の裏面から加熱処理を施すことによ
って乾燥が促進され、次段の定着処理時における画像破壊が防止される。かかる態様にお
いて、乾燥ドラム５４の外周面に記録媒体１４を密着させる手段を具備するとさらに効果
的である。記録媒体１４を密着させる手段の一例として、真空吸着、静電吸着などが挙げ
られる。
【００５０】
　なお、乾燥ドラム５４の表面温度の上限については、特に限定されるものではないが、
乾燥ドラム５４の表面に付着したインクをクリーニングするなどのメンテナンス作業の安
全性（高温による火傷防止）の観点から７５℃以下（より好ましくは６０℃以下）に設定
されることが好ましい。
【００５１】
　このように構成された乾燥ドラム５４の外周面に、記録媒体１４の記録面が外側を向く
ように（すなわち、記録媒体１４の記録面が凸側となるように湾曲させた状態で）保持し
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、回転搬送しながら乾燥処理を施すことで、記録媒体１４のシワや浮きに起因する乾燥ム
ラが確実に防止される。
【００５２】
　（定着処理部）
　定着処理部６０は、記録媒体１４を保持して搬送する圧胴（定着ドラム）６４と、画像
形成がされ、さらに、液体が除去された記録媒体１４に加熱処理を施すヒータ６６と、該
記録媒体１４を記録面側から押圧する定着ローラ６８と、を備えて構成される。なお、定
着ドラム６４の基本構造は処理液ドラム３４、描画ドラム４４、及び乾燥ドラム５４と共
通しているので、ここでの説明は省略する。ヒータ６６及び定着ローラ６８は、定着ドラ
ム６４の外周面に対向する位置に配置され、定着ドラム６４の回転方向（図１において反
時計回り方向）の上流側から順に配置される。
【００５３】
　定着処理部６０では、記録媒体１４の記録面に対してヒータ６６による予備加熱処理が
施されるとともに、定着ローラ６８による定着処理が施される。ヒータ６６の加熱温度は
記録媒体の種類、インクの種類（インクに含有するポリマー微粒子の種類）などに応じて
適宜設定される。例えば、インクに含有するポリマー微粒子のガラス転移点温度や最低造
膜温度とする態様が考えられる。
【００５４】
　定着ローラ６８は、乾燥させたインクを加熱加圧することによってインク中の自己分散
性ポリマー微粒子を溶着し、インクを被膜化させるためのローラ部材であり、記録媒体１
４を加熱加圧するように構成される。具体的には、定着ローラ６８は、定着ドラム６４に
対して圧接するように配置されており、定着ドラム６４との間でニップローラを構成する
ようになっている。これにより、記録媒体１４は、定着ローラ６８と定着ドラム６４との
間に挟まれ、所定のニップ圧でニップされ、定着処理が行われる。
【００５５】
　定着ローラ６８の構成例として、熱伝導性の良いアルミなどの金属パイプ内にハロゲン
ランプを組み込んだ加熱ローラによって構成する態様が挙げられる。かかる加熱ローラで
記録媒体１４を加熱することによって、インクに含まれるポリマー微粒子のガラス転移点
温度以上の熱エネルギーが付与されると、該ポリマー微粒子が溶融して画像の表面に透明
の被膜が形成される。
【００５６】
　この状態で記録媒体１４の記録面に加圧を施すと、記録媒体１４の凹凸に溶融したポリ
マー微粒子が押し込み定着されるとともに、画像表面の凹凸がレベリングされ、好ましい
光沢性を得ることができる。なお、画像層の厚みやポリマー微粒子のガラス転移点温度特
性に応じて、定着ローラ６８を複数段設けた構成も好ましい。
【００５７】
　また、定着ローラ６８の表面硬度は７１°以下であることが好ましい。定着ローラ６８
の表面をより軟質化することで、コックリングにより生じた記録媒体１４の凹凸に対して
追随効果を期待でき、記録媒体１４の凹凸に起因する定着ムラがより効果的に防止される
。
【００５８】
　図１に示すインクジェット記録装置１０は、定着処理部６０の処理領域の後段（記録媒
体搬送方向の下流側）には、インラインセンサ８２が設けられている。インラインセンサ
８２は、記録媒体１４に形成された画像（又は記録媒体１４の余白領域に形成されたノズ
ル検知パターン）を読み取るためのセンサであり、ＣＣＤラインセンサ（イメージセンサ
）が好適に用いられる。
【００５９】
　インラインセンサ８２を含むインライン検出部（図６に符号１７２を付して図示する。
）の詳細は後述するが、インラインセンサ８２は記録解像度よりも低い解像度を有し、一
画素で複数のドット（ドット列）をタイミングを変えながら読み取るように構成されてい
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る。
【００６０】
　本例に示すインクジェット記録装置１０は、インラインセンサ８２の読取結果に基づい
てインクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙの吐出異常の有無が判断される
。また、インラインセンサ８２は、水分量、表面温度、光沢度などを計測するための計測
手段を含む態様も可能である。かかる態様において、水分量、表面温度、光沢度の読取結
果に基づいて、乾燥処理部５０の処理温度や定着処理部６０の加熱温度及び加圧圧力など
のパラメータを適宜調整し、装置内部の温度変化や各部の温度変化に対応して、上記制御
パラメータが適宜調整される。
【００６１】
　（排出部）
　図１に示すように、定着処理部６０に続いて排出部７０が設けられている。排出部７０
は、張架ローラ７２Ａ，７２Ｂに巻きかけられた無端状の搬送ベルト７４と、画像形成後
の記録媒体１４が収容される排出トレイ７６と、を備えて構成されている。
【００６２】
　定着処理部６０から送り出された定着処理後の記録媒体１４は、搬送ベルト７４によっ
て搬送され、排出トレイ７６に排出される。
【００６３】
　〔インクジェットヘッドの構造の説明〕
　図２は、本発明に適用されるインクジェットヘッドの概略構成図であり、同図はインク
ジェットヘッドから記録媒体の記録面を見た図（ヘッドの平面透視図）となっている。な
お、図１に図示したインクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙは同一構造を
有しているので、以下の説明ではインクジェットヘッド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙ
を区別する必要がない場合は、これらを総称して「インクジェットヘッド１００」、又は
単に「ヘッド１００」と記載する。
【００６４】
　同図に示すヘッド１００は、ｎ個のサブヘッド１０２‐ｉ（ｉは１からｎの整数）を一
列につなぎ合わせてマルチヘッドを構成している。また、各サブヘッド１０２‐ｉは、ヘ
ッド１００の短手方向の両側からヘッドカバー１０４，１０６によって支持されている。
なお、サブヘッド１０２を千鳥状に配置してマルチヘッドを構成することも可能である。
【００６５】
　複数のサブヘッドにより構成されるマルチヘッドの適用例として、記録媒体の全幅に対
応したフルライン型ヘッドが挙げられる。フルライン型ヘッドは、記録媒体の移動方向（
副走査方向）と直交する方向（主走査方向）に沿って、記録媒体の主走査方向における長
さ（幅）に対応して、複数のノズル（図４に符号１０８を付して図示する。）が並べられ
た構造を有している。かかる構造を有するヘッド１００と記録媒体とを相対的に一回だけ
走査させて画像記録を行う、いわゆるシングルパス画像記録方式により、記録媒体の全面
にわたって画像を形成し得る。
【００６６】
　図３は、ヘッド１００の一部拡大図である。同図に示すように、サブヘッド１０２は、
略平行四辺形の平面形状を有し、隣接するサブヘッド間にオーバーラップ部が設けられて
いる。オーバーラップ部とは、サブヘッドのつなぎ部分であり、サブヘッド１０２‐ｉの
並び方向（図２における左右方向、図３に図示する主走査方向Ｘ）に隣接するドットが異
なるサブヘッドに属するノズルによって形成される。
【００６７】
　図４は、サブヘッド１０２‐ｉのノズル配列を示す平面図である。同図に示すように、
各サブヘッド１０２‐ｉは、ノズル１０８が二次元状に並べられた構造を有し、かかるサ
ブヘッド１０２‐ｉを備えたヘッドは、いわゆるマトリクスヘッドと呼ばれるものである
。
【００６８】



(13) JP 5534770 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

　図４に示したサブヘッド１０２‐ｉは、副走査方向Ｙに対して角度αをなす列方向Ｗ、
及び主走査方向Ｘに対して角度βをなす行方向Ｖに沿って多数のノズル１０８が並べられ
た構造を有し、主走査方向Ｘの実質的なノズル配置密度が高密度化されている。図４では
、行方向Ｖに沿って並べられたノズル群（ノズル行）は符号１１０を付し、列方向Ｗに沿
って並べられたノズル群（ノズル列）は符号１１２を付して図示されている。
【００６９】
　かかるマトリクス配列において、副走査方向の隣接ノズル間隔をＬｓとするとき、主走
査方向については実質的に各ノズル１０８が一定のピッチＰ＝Ｌｓ／ｔａｎθで直線状に
配列されたものと等価的に取り扱うことができる。
【００７０】
　図５は、記録素子単位となる１チャンネル分の液滴吐出素子（１つのノズル１０８に対
応したインク室ユニット）の立体的構成を示す断面図である。同図に示すように、本例の
ヘッド１００は、ノズル１０８が形成されたノズルプレート１１４と、圧力室１１６や共
通流路１１８等の流路が形成された流路板１２０等を積層接合した構造から成る。ノズル
プレート１１４は、ヘッド１００のノズル面１１４Ａを構成し、各圧力室１１６にそれぞ
れ連通する複数のノズル１０８が２次元的に形成されている。
【００７１】
　流路板１２０は、圧力室１１６の側壁部を構成するとともに、共通流路１１８から圧力
室１１６にインクを導く個別供給路の絞り部（最狭窄部）としての供給口１２２を形成す
る流路形成部材である。なお、説明の便宜上、図５では簡略的に図示しているが、流路板
１２０は一枚又は複数の基板を積層した構造である。
【００７２】
　ノズルプレート１１４及び流路板１２０は、シリコンを材料として半導体製造プロセス
によって所要の形状に加工することが可能である。
【００７３】
　共通流路１１８はインク供給源たるインクタンク（不図示）と連通しており、インクタ
ンクから供給されるインクは共通流路１１８を介して各圧力室１１６に供給される。
【００７４】
　圧力室１１６の一部の面（図５において天面）を構成する振動板１２４には、個別電極
１２６及び下部電極１２８を備え、個別電極１２６と下部電極１２８との間に圧電体１３
０がはさまれた構造を有するピエゾアクチュエータ１３２が接合されている。振動板１２
４を金属薄膜や金属酸化膜により構成すると、ピエゾアクチュエータ１３２の下部電極１
２８に相当する共通電極として機能する。なお、樹脂などの非導電性材料によって振動板
を形成する態様では、振動板部材の表面に金属などの導電材料による下部電極層が形成さ
れる。
【００７５】
　個別電極１２６に駆動電圧を印加することによってピエゾアクチュエータ１３２が変形
して圧力室１１６の容積が変化し、これに伴う圧力変化によりノズル１０８からインクが
吐出される。インク吐出後、ピエゾアクチュエータ１３２が元の状態に戻る際、共通流路
１１８から供給口１２２を通って新しいインクが圧力室１１６に再充填される。
【００７６】
　かかる構造を有するインク室ユニットを図４に示す如く、主走査方向Ｘと角度βをなす
行方向Ｖ及び副走査方向Ｙに対して角度αをなす列方向Ｗに沿って一定の配列パターンで
格子状に多数配列させることにより、本例の高密度ノズルヘッドが実現されている。
【００７７】
　〔制御系の説明〕
　図６は、インクジェット記録装置１０のシステム構成を示すブロック図である。図６に
示すように、インクジェット記録装置１０は、通信インターフェース１４０、システム制
御部１４２を備え、システム制御部１４２により装置各部の統括的な制御が行われる。
【００７８】
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　通信インターフェース１４０は、ホストコンピュータ１５４から送られてくる画像デー
タを受信するインターフェース部（画像入力手段）である。通信インターフェース１４０
にはＵＳＢ（Universal Serial Bus）、ＩＥＥＥ１３９４、イーサネット（登録商標）、
無線ネットワークなどのシリアルインターフェースやセントロニクスなどのパラレルイン
ターフェースを適用することができる。この部分には、通信を高速化するためのバッファ
メモリ（不図示）を搭載してもよい。
【００７９】
　システム制御部１４２は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）及びその周辺回路等から構成さ
れ、所定のプログラムに従ってインクジェット記録装置１０の全体を制御する制御装置と
して機能するとともに、各種演算を行う演算装置として機能する。また、搬送制御部１４
４、画像処理部１４６、ヘッド駆動部１４８などを制御する制御信号を生成し、かつ、記
憶部１５０、一時記憶部５２のメモリコントローラとしての機能を有している。
【００８０】
　画像処理部１４６は、画像データに所定の処理を施す処理ブロックであり、画像処理機
能を有するプロセッサが含まれる。ホストコンピュータ１５４から送出された画像データ
は通信インターフェース１４０を介してインクジェット記録装置１０に取り込まれ、一旦
画像メモリ（例えば、一時記憶部１５２）に記憶される。画像メモリは、通信インターフ
ェース１４０を介して入力された画像を格納する記憶手段であり、システム制御部１４２
を通じてデータの読み書きが行われる。画像メモリは、半導体素子からなるメモリに限ら
ず、ハードディスクなど磁気媒体を用いてもよい。
【００８１】
　記憶部１５０には、システム制御部１４２のＣＰＵが実行するプログラム及び制御に必
要な各種データ（テストチャートを打滴するためのデータ、異常ノズル情報などを含む）
が格納されている。記憶部１５０は、書換不能な記憶手段であってもよいし、ＥＥＰＲＯ
Ｍのような書換可能な記憶手段であってもよい。
【００８２】
　一時記憶部１５２は、画像データや各種データの一時記憶領域として利用されるととも
に、プログラムの展開領域及びＣＰＵの演算作業領域としても利用される。また、読取デ
ータ処理部１６８により処理される読取データの一次記憶領域や、読取データ処理部１６
８の演算作業領域として利用することも可能である。
【００８３】
　画像処理部１４６は、システム制御部１４２の制御に従い、画像メモリ内の画像データ
（多値の入力画像のデータ）から打滴制御用の信号を生成するための各種加工、補正など
の処理を行う信号処理手段として機能する。画像処理部１４６により生成された打滴制御
用の信号（インク吐出データ）はヘッド駆動部１４８へ供給される。
【００８４】
　すなわち、画像処理部１４６は、濃度データ生成部、補正処理部、インク吐出データ生
成部といった機能ブロックを含んで構成される。これら各機能ブロックは、ＡＳＩＣやソ
フトウエア又は適宜の組み合わせによって実現可能である。
【００８５】
　濃度データ生成部は、入力画像のデータからインク色別の初期の濃度データを生成する
信号処理手段であり、濃度変換処理（ＵＣＲ処理や色変換を含む）及び必要な場合には画
素数変換処理を行う。
【００８６】
　補正処理部は、濃度補正係数を用いて濃度補正の演算を行う処理手段であり、ムラ補正
処理を行う。
【００８７】
　インク吐出データ生成部は、補正処理部で生成された補正後の画像データ（濃度データ
）から２値又は多値のドットデータに変換するハーフトーニング処理手段を含む信号処理
手段であり、二値（多値）化処理を行う。ハーフトーン処理の手段としては、誤差拡散法
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、ディザ法、閾値マトリクス法、濃度パターン法など、各種公知の手段を適用できる。ハ
ーフトーン処理は、一般に、Ｍ値（Ｍ≧３）の階調画像データをＭよりも小さい二値又は
多値の階調画像データに変換する。最も単純な例では、二値（ドットのオン／オフ）のド
ット画像データに変換するが、ハーフトーン処理において、ドットサイズの種類（例えば
、大ドット、中ドット、小ドットなどの３種類）に対応した多値の量子化を行うことも可
能である。
【００８８】
　画像処理部１４６には不図示の画像バッファメモリが備えられており、画像処理部１４
６における画像データ処理時に画像データやパラメータなどのデータが画像バッファメモ
リ１８２に一時的に格納される。なお、画像バッファメモリは画像処理部１４６に付随す
る態様でもよいし、画像メモリと兼用することも可能である。また、画像処理部１４６は
システム制御部１４２と統合されて、１つのプロセッサで構成する態様も可能である。
【００８９】
　画像処理部１４６（インク吐出データ生成部）で生成されたインク吐出データはヘッド
駆動部１４８に与えられ、ヘッド１００のインク吐出動作が制御される。
【００９０】
　ヘッド駆動部１４８は、ヘッド１００の吐出駆動を制御する手段として機能し、ヘッド
１００の各ノズル１０８に対応したアクチュエータ（図５に図示したピエゾアクチュエー
タ１３２）を駆動するための駆動信号波形を生成する駆動波形生成部が含まれる。駆動波
形生成部から出力される信号は、デジタル波形データであってもよいし、アナログ電圧信
号であってもよい。
【００９１】
　画像入力から印字出力までの処理の流れを概説すると、印刷すべき画像のデータは、通
信インターフェース１４０を介して外部から入力され、画像メモリに蓄えられる。この段
階では、例えば、ＲＧＢの多値の画像データが画像メモリに記憶される。
【００９２】
　インクジェット記録装置１０では、インク（色材）による微細なドットの打滴密度やド
ットサイズを変えることによって、人の目に疑似的な連続階調の画像を形成するため、入
力されたデジタル画像の階調（画像の濃淡）をできるだけ忠実に再現するようなドットパ
ターンに変換する必要がある。そのため、画像メモリに蓄えられた元画像（ＲＧＢ）のデ
ータは、システム制御部１４２を介して画像処理部１４６に送られ、濃度データ生成部、
補正処理部、インク吐出データ生成部による処理を経てインク色ごとのドットデータに変
換される。
【００９３】
　すなわち、画像処理部１４６は、入力されたＲＧＢ画像データをＭ，Ｋ，Ｃ，Ｙの４色
のドットデータに変換する処理を行う。こうして画像処理部１４６で生成されたドットデ
ータは、画像バッファメモリに蓄えられる。この色別ドットデータは、ヘッド１００のノ
ズルからインクを吐出するためのＭＫＣＹ打滴データに変換され、印字されるインク吐出
データが確定する。
【００９４】
　ヘッド駆動部１４８は、インク吐出データ及び駆動信号（駆動波形）に基づき、印字内
容に応じてヘッド１００の各ノズル１０８に対応するアクチュエータ１３２を駆動するた
めの駆動信号を出力する。ヘッド駆動部１４８にはヘッドの駆動条件を一定に保つための
フィードバック制御系を含んでいてもよい。
【００９５】
　こうして、ヘッド駆動部１４８から出力された駆動信号がヘッド１００に加えられるこ
とによって、該当するノズル１０８からインクが吐出される。記録媒体１４の搬送速度に
同期してヘッド１００からのインク吐出を制御することにより、記録媒体１４上に画像が
形成される。
【００９６】
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　上記のように、画像処理部１４６における所要の信号処理を経て生成されたインク吐出
データ及び駆動信号波形に基づき、ヘッド駆動部１４８を介して各ノズルからのインク液
滴の吐出量や吐出タイミングの制御が行われる。これにより、所望のドットサイズやドッ
ト配置が実現される。
【００９７】
　また、システム制御部１４２は、インラインセンサ８２から読み込まれたノズル検知パ
ターン（図８に符号２０２を付して図示する。）の読取データに対して、所定のデータ処
理を施す読取データ処理部１６８と、読取データ処理部１６８の処理結果に基づいて、各
ノズルが異常ノズルであるか否かを判定するする判定部１７０と、を含むインライン検出
部１７２を統括的に制御する。読取データ処理部１６８によるデータ処理の一例として、
二値化処理、正規化処理、しきい値を用いた比較処理、統計的処理などが挙げられる。こ
れらの処理が施されたデータは所定のメモリに記憶され、適宜参照される。
【００９８】
　異常ノズル判定部１７０は、読取データ処理部１６８において処理されたデータを参照
して、吐出の有無、打滴のばらつき、光学濃度などの印字状況に基づき、異常ノズルの有
無、異常ノズルの位置（番号）を判断する。異常ノズル判定部１７０の判定結果の情報は
、システム制御部１４２に提供される。
【００９９】
　すなわち、図６に図示したインライン検出部１７２は、画像（ノズル検知パターン）の
読み取り、読取データの処理、異常ノズルの判断の処理を経て、異常ノズルに関する情報
をシステム制御部１４２へ提供する機能ブロックである。
【０１００】
　システム制御部１４２は、インライン検出部１７２から得られる異常ノズルに関する情
報や、その他の情報に基づいてヘッド１００に対する各種補正を行うとともに、必要に応
じて予備吐出や吸引、ワイピング等のクリーニング動作（ノズル回復動作）を実施する制
御を行う。
【０１０１】
　図示を省略するが、上記したクリーニング動作を実行する手段として、インク受け、吸
引キャップ、吸引ポンプ、ワイパーブレードなど、ヘッドメンテナンスに必要な部材を含
んで構成されるメンテナンス処理部が備えられている。
【０１０２】
　また、ユーザインターフェースとしての操作部を備え、該操作部はオペレータ（ユーザ
）が各種入力を行うための入力装置と表示部（ディスプレイ）を含んで構成される。入力
装置には、キーボード、マウス、タッチパネル、ボタンなど各種形態を採用し得る。オペ
レータは、入力装置を操作することにより、印刷条件の入力、画質モードの選択、付属情
報の入力・編集、情報の検索などを行うことができ、入力内容や検索結果など等の各種情
報は表示部の表示を通じて確認することができる。この表示部はエラメッセージなどの警
告を表示する手段としても機能する。
【０１０３】
　本実施形態のインクジェット記録装置１０は、複数の画質モードを有しており、ユーザ
の選択操作により、または、プログラムによる自動選択により、画質モードが設定される
。この設定された画質モードで要求される出力画質レベルに応じて、異常ノズルを判断す
る基準が変更される。要求品質が高いほど、判定基準は厳しい方向に設定される。
【０１０４】
　各画質モードの印刷条件並びに異常ノズル判定基準に関する情報は記憶部１５０に格納
されている。
【０１０５】
　〔インライン検出部（インラインセンサ）の構成例〕
　図７は、インラインセンサ８２（ＣＣＤイメージセンサを含む読取手段）の構成例を示
す概略構成図である。インラインセンサ８２は、ラインＣＣＤ２７０と、そのラインＣＣ
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Ｄ２７０の受光面に画像を結像させるレンズ２７２、光路を折り曲げるミラー２７３とを
一体とした読取センサ部２７４が、並列に配置され、記録媒体上の画像を夫々読み取る。
ラインＣＣＤ２７０はＲＧＢ３色のカラーフィルタを備えた色別のフォトセル（画素）ア
レイを有し、ＲＧＢの色分解によりカラー画像の読み取りが可能である。例えば、ＲＧＢ
３ライン夫々のフォトセルアレイの隣には、１ライン中の偶数画素と奇数画素の電荷とを
夫々、別々に転送するＣＣＤアナログシフトレジスタを備える。
【０１０６】
　具体的には、画素ピッチ９．３２５μｍ、７６００画素×ＲＧＢ、素子長（フォトセル
の配列方向のセンサ幅）７０．８７ｍｍのＮＥＣエレクトロニクス株式会社のラインＣＣ
Ｄ「μＰＤ８８２７Ａ」（商品名）を用いることができる。
【０１０７】
　ラインＣＣＤ２７０は、フォトセルの配列方向と記録媒体が搬送されるドラムの軸が平
行になる配置形態で、固定される。
【０１０８】
　レンズ２７２は搬送ドラム（図１の圧胴６４）上に巻かれた記録媒体上の画像を所定の
縮小率で結像させる縮小光学系のレンズである。例えば、０．１９倍に画像を縮小するレ
ンズを採用した場合、記録媒体上の３７３ｍｍ幅がラインＣＣＤ２７０上に結像される。
このとき、記録媒体上の読み取り解像度は５１８ｄｐｉとなる。
【０１０９】
　図７のようにラインＣＣＤ２７０と、レンズ２７２、ミラー２７３とを一体とした読取
センサ部２７４を搬送ドラムの軸と平行に移動調整可能とし、２つの読取センサ部２７４
の位置を調整して、夫々の読取センサ部２７４が読み取る画像が僅かに重なる配置とする
。また、図７には示されていないが、検出のための照明手段として、例えば、キセノン蛍
光ランプがブラケット２７５の裏面、記録媒体側に配置され、定期的に白色基準板が画像
と照明の間に挿入され、白基準を測定する。その状態でランプを消灯して、黒基準レベル
を測定する。
【０１１０】
　ラインＣＣＤ２７０の読み取り幅（一度に検査できる範囲）は、記録媒体における画像
記録領域の幅との関係で多様な設計が可能である。レンズ性能と解像度の観点から、例え
ば、ラインＣＣＤ２７０の読み取り幅は、画像記録領域の幅（検査対象となり得る最大の
幅）の１／２程度としている。
【０１１１】
　ラインＣＣＤ２７０によって得られた画像データは、Ａ／Ｄコンバータ等によってデジ
タルデータに変換され一時的なメモリへ格納された後、システム制御部１４２（図６参照
）を介して処理され、画像メモリへ格納される。
【０１１２】
　〔ノズル検知の説明〕
　次に、異常ノズルの検知について説明する。本例に示すインクジェット記録装置１０は
、記録媒体１４の余白部分の形成されたノズル検知パターンが図１に示すインラインセン
サ８２によって読み取られ、読取結果から得られた読取データに基づいて各ノズルの吐出
状態が把握され、吐出異常と判定されたノズルはノズル位置（番号）が記憶される。
【０１１３】
　図８は、１ヘッド分のノズル検知パターン２０２が先端余白領域２０４に形成された記
録媒体１４の記録面を見た図である。先端余白領域２０４は記録媒体１４の先端から記録
画像が形成される画像領域２０６までの間に設けられる。また、画像領域２０６の後ろ側
には、ダミージェットにより吐出されたインク２０８が付着するダミージェット領域２１
０が設けられている。先端余白領域２０４及びダミージェット領域２１０は、画像領域２
０６への画像記録後に切断され廃棄される。
【０１１４】
　図８に示すノズル検知パターン２０２は、いわゆる「１オンＮオフ」と呼ばれるパター
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ンであり、インクジェット記録装置１０（図１参照）に具備される各インクジェットヘッ
ド４８Ｍ，４８Ｋ，４８Ｃ，４８Ｙのそれぞれに具備されるすべてのノズル１０８（図４
参照）を用いて形成される。
【０１１５】
　すなわち、ノズル検知パターン２０２は、副走査方向Ｙに所定の長さを持つドット列（
縦線）２０２Ａが、主走査方向Ｘに沿ってＮ画素おきに並べられたドット列群２０２Ｂを
（Ｎ＋１）段分有し、（Ｎ＋１）段分のドット列群２０２Ｂが副走査方向に位置をずらし
て並べられ、かつ、各ドット列群の主走査方向Ｘの位相が互いにずらされている。
【０１１６】
　換言すると、マトリクス配置されたノズル１０８（図４参照）を主走査方向Ｘに並ぶよ
うに投影した投影ノズル列において、Ｎノズルおきに連続的に同時駆動させて１段分のド
ット列群２０２Ｂを形成し、駆動されるノズル１０８を切り換えながら（Ｎ＋１）段分の
ドット列群を順次形成するように、すべてのノズル１０８が駆動される。
【０１１７】
　図９は、インクジェットヘッド１００（図６参照）の記録解像度Ｒ１と、インラインセ
ンサ８２の読取解像度Ｒ２と、ノズル検知パターン２０２の主走査方向の隣り合うドット
列２０２Ａ間のオフに対応する画素数Ｎ（但し、Ｎは正の整数）との関係を示す説明図で
ある。図９には、読取解像度Ｒ２に対する記録解像度Ｒ１の比率が５００／１２００のと
きに、１オン１１オフパターンのノズル検知パターン２０２が形成される場合が図示され
ている。
【０１１８】
　同図に示す場合には、インラインセンサ８２の連続する５画素を用いて、ノズル検知パ
ターン２０２の１２段分の一群（投影ノズル列において連続する１２個のノズルから形成
されるドット列の一群）が読み取られる。つまり、インラインセンサ８２の一画素は読取
タイミングを変えて、２つ又は３つのドット列の読み取を行う。
【０１１９】
　Ｐを２以上の整数としたときに、これらの関係は式（１）を満たし、かつ式（２）を満
たしている。
【０１２０】
　｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐ　　　　　…（１）
　（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２　　　　　　　　　…（２）
　すなわち、ノズル検知パターン２０２のドット列間ピッチ（（２．５４／Ｒ１）×（Ｎ
＋１））がインラインセンサ８２の画素ピッチ（２．５４／Ｒ２）のＰ倍（Ｐは２以上の
整数）となるようにノズル検知パターンの「Ｎ」が決められている。例えば、記録解像度
Ｒ１を１２００ｄｐｉ、読取解像度Ｒ２を５００ｄｐｉとし、Ｐ＝５のときのＮの値を求
めると、上記（１）式よりＮ＝１１となり、１オン１１オフ（１２段）のノズル検知パタ
ーンが形成される。また、Ｎ＝１１は上記の式（２）も満たしている。
【０１２１】
　ここで、上記Ｐの値をＲ２／Ｒ１を約分して既約分数にしたときの分子の値の整数倍と
すると、Ｐの値及びＮの値とも必ず整数になる。図９に示す例では、Ｒ２／Ｒ１を既約分
数にした５／１２の分子の値「５」の倍数がＰの値となる。
【０１２２】
　Ｐの値を大きくするとＮの値（ノズル検知パターン２０２のドット列間の間隔）が大き
くなり、読み取りエラーの発生をより効果的に抑制される。一方、Ｐの値を大きくすると
ノズル検知パターン２０２の段数（Ｎ＋１）が増えるので、読取時間の増加、必要となる
メモリ量の増加につながる。Ｐの値は、読み取りに要求される精度、確保可能な読み取り
時間やメモリ量を考慮して適宜決められる。
【０１２３】
　図１０（ａ）～（ｌ）に、１オン１１オフの検知パターンの１２段分の各段の読取デー
タを図示する。
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【０１２４】
　図１０（ａ）は１段目の読取データ、図１０（ｂ）は２段目の読取データ、…、図１０
（ｌ）は１２段目の読取データというように、ノズル検知パターンが１段ずつ読み取られ
、１段ずつ出力（記憶）されたものである。
【０１２５】
　図１０（ａ）～（ｌ）における縦系列はデータ値であり、横系列は主走査方向に投影し
た投影ノズルの位置（ノズル番号）である。縦系列の最大値（縦系列の上端）はドット列
間に対応し、最小値（縦系列の中央）はドット列に対応している。すべてのノズルが正常
であれば、各ノズルに対応する位置に総ノズル数分の最小値が現れる。
【０１２６】
　このようにして、インラインセンサ８２から得られた読取データは、所定のデータ処理
（詳細後述）が施され、処理後の読取データに基づいて各ノズルについて異常の有無が判
断される。
【０１２７】
　図１１は、本例に示すノズル検知（インライン検査）の制御の流れを示すフローチャー
トである。図１に示すインラインセンサ８２の読取位置にノズル検知パターン２０２が形
成された記録媒体１４（図８参照）が到達すると、インラインセンサ８２によりノズル検
知パターン２０２の撮像（読み取り）が行われる（ステップＳ１２）。
【０１２８】
　ステップＳ１４に示す読取データ処理工程では、インラインセンサ８２から得られた読
取データに二値化処理が施される。図１０（ａ）～（ｌ）に示す各段の読取データに二値
化処理が施されると、ドット列（ノズル）位置に対応するデータ値「０」と、ドット列間
に対応するデータ値「１」が並べられた、「０１１１１１１１１１１１０１１１１１１１
１１１１０１１…」といった二値データを得ることができる。
【０１２９】
　ステップＳ１６に示す検知工程では、上記の二値データが出力された順にカウントされ
、ドット列（データ「０」）の有無を検知する。すなわち、連続的に出力された二値デー
タが段ごとのデータに分割されるとともに、ドット列の形成位置に対応するデータ値「０
」の位置と、ドット列間の位置対応するデータ値「１」が連続する区間のデータ数が把握
される。
【０１３０】
　ステップＳ１８に示す判定工程では、各ノズルについての異常の有無が判定される。
例えば、上記二値データにおいて、本来「…１１０１１１…」となるべきものが「…１１
１０１１…」となっているときには、該当するノズルが本来ドット列を形成すべき位置に
ドット列が形成されず、横にずれた位置にドット列が形成されたことになる。このような
場合は「吐出異常ノズルあり」と判定され、吐出異常ノズルのノズル番号が特定される。
【０１３１】
　すなわち、ドット列間に対応するデータ値「１」が連続する区間のデータ数が、本来の
データ数よりも多い場合、又は少ない場合は、「異常ノズルが存在する」と判定される。
また、本来データ値「１」が連続する区間におけるデータ値「０」の位置から異常ノズル
の位置が把握される。なお、本来データ値「１」が連続する区間の中間にデータ値「０」
が現われたときには、当該データ値「０」の両側のノズルは異常ノズルとして処理される
。
【０１３２】
　ステップＳ２０に示す補正工程は、判定工程により「異常ノズル」として特定されたノ
ズルからインクが吐出されないように、当該異常ノズルに対してマスク処理を施すととも
に、当該異常ノズルによるドット形成位置に対して異常ノズルに隣接するノズルの出力デ
ータの補正が行われる。
【０１３３】
　隣接ノズルによる補正処理として、隣接ノズルによって形成されるドットのサイズを大
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きくする態様や、他のヘッドのノズルを用いる態様が挙げられる。また、ハーフトーン処
理時に異常ノズルの存在を考慮したドットデータ（インク吐出用のデータ）を形成するこ
とも可能である。なお、異常ノズル数が所定の数を超えたときには、メンテナンスモード
に移行してワイピングやキャッピングなどの回復処理が実行されるように構成する態様が
好ましい。
【０１３４】
　〔読取データ処理のバリエーション〕
　（濃度データの利用）
　異常ノズルの中には、記録位置は正常であるもののインク吐出量が過少又は過大となっ
たために、当該ノズルにより形成されたドットが適切な濃度を有していない場合がある。
このような場合は、濃度値を用いて異常ノズルの判定を行うと効果的である。インライン
センサ８２から得られた読取データは濃度値と相関しているので、読取データのデータ値
を用いることができる。かかる場合は、周辺のノズル検知パターンの濃度情報や、同じ段
に属する他のノズルによって形成されたドット列の濃度情報を用いると有効である。
【０１３５】
　なお、濃度情報を利用する場合は、読取データ（図１０参照）に対して、データ値をパ
ラメータとする頻度分布を作成する統計的処理が施される。
【０１３６】
　図１２は、１段分の読取データにおけるデータ値の出現頻度を表している。同図に示す
ように、正常なノズルのデータ値に対応するピークがデータ値１７２／２５５付近に現わ
れているのに対して、濃度が低いドットを形成する異常ノズルに対応するピークがデータ
値１００／２５５付近に現れている。
【０１３７】
　したがって、濃度の低いドット列に対応するデータ値を検出するために、しきい値を設
けて判断すると簡潔な処理によって異常ノズルを抽出することが可能となる。例えば、デ
ータ値「１２８／２５５」をしきい値と設定し、このしきい値より大きなデータ値となっ
た、オンとオフの中間的なデータ値を持つドット列を形成したノズルを異常ノズルと判定
することができる。
【０１３８】
　図１に示すように、複数色のそれぞれに対応するヘッドを具備する装置構成では、色ご
と（ヘッドごと）に異なるしきい値を設定することも可能である。また、異常ノズルの発
生状況を鑑みてしきい値を変更（再設定）することも可能である。
【０１３９】
　（正規化処理）
　図１２に示した頻度分布の相関はインク色や設定濃度に起因して変化する。したがって
、読取データを正規化し（例えば、２５５／２５５など）、正規化後のデータ値に基づく
異常ノズルの判定を行えば、インク色や設定濃度が違うデータ間において、同じ基準を用
いた判断がなされ、色ごとや濃度設定ごとの判定差をより抑制することができる。
【０１４０】
　例えば、イエローインクはシアンインク、マゼンダインク、黒インクに比べて濃度が小
さくなる傾向がある。同じ基準（しきい値）で異常ノズルの判定を行うと、イエローイン
クについて正常であるにもかかわらず異常ノズルと判定されることが起こり得る。したが
って、読取データに対して正規化処理を施すと、色（濃度）ごとの判定差に起因して、特
定のヘッドのみのメンテナンスがより多く繰り返される事態を回避でき、ヘッド間のメン
テナンスが不均一になることを防止するために有効である。
【０１４１】
　正規化処理の一例として、各色の読取データ値にそれぞれ係数を掛け、読取データ上の
色ごとの最大値を同じ値とする処理が挙げられる。
【０１４２】
　また、読取画素の中心位置で読み取られるドット列と、読取画素の中心から離れた位置
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で読み取られるドット列の間にも、読取データにおけるデータ値の差（濃度差）が現れる
。このような読取画素内における位置に起因するデータ値の差の補償についても、正規化
処理は有効である。
【０１４３】
　（検知工程の高精度化）
　図１０（ａ）～（ｌ）に示す読取データについて、１段分の読取データに周期的なデー
タ値の変化が存在することがある。また、１段分の読取データの中でインラインセンサ８
２による読み取りの際の照明のあたり具合になどに起因する用紙幅方向にシェーディング
（周期的なムラ）が発生することが起こり得る。１段分の読取データの中で用紙幅方向に
おける正常なノズル出力に対応する部分に周期的な変化が存在する場合は、用紙幅方向に
分割されたエリアごとに読取データを検知処理するとよい。
【０１４４】
　例えば、データ値の変化の周期に対応したエリアに分割して、出力画像の読取りデータ
を処理して、その範囲ごとに画素値の濃度分布を求め、異常ノズルを検知することで、検
知精度を高めることが可能になる。
【０１４５】
　（統計的処理）
　図１０（ａ）～（ｌ）に示す読取データのデータ処理の他の態様として、色ごとに統計
分布を解析して、予め定めた値以上の偏差となるノズルを異常ノズルと判定することも可
能である。例えば、統計分布から標準偏差を求めて異常ノズルの判定を行うことが挙げら
れる。図１３に示す従来技術に係る例における標準偏差は９．１であり、本例に示す例に
おける標準偏差は６．７となり、従来例では本例に比べて標準偏差が大きくなっている。
標準偏差（ばらつき）が大きくなることは、異常な吐出の読み取りと正常な吐出の読み取
りを混同する確率が高くなることを意味している。
【０１４６】
　また、読取画素の中心位置で読み取られるドット列と、読取画素の中心から離れた位置
で読み取られるドット列の間にも、読取データにおけるデータ値の差（濃度差）が現れる
。このような読取画素内における位置に起因するデータ値の差の補償についても、統計的
処理は有効である。例えば、データ値の分布の最大値から一定以上の大きな偏差を有する
データ値に対応するノズルを異常ノズルと判定することが考えられる。段ごとに統計的に
レベルを設定するように構成するとよい。
【０１４７】
　なお、上述した二値化処理、濃度値の比較処理を組み合わせて、不吐出、吐出量異常、
吐出方向異常を一括して判断してもよいし、二値化処理、濃度値の比較処理を段階的に実
行してもよい。さらに、正規化処理後の読取データに対して二値化処理、濃度値の比較処
理を施すように構成してもよい。
【０１４８】
　上記の如く構成されたインクジェット記録装置によれば、ノズルの異常検知に使用され
る１オンＮオフのノズル検知パターンの主走査方向におけるドット列間の間隔（読み取ら
れるノズル検知パターンの間隔）（Ｎ＋１）を読取解像度の２以上の整数倍とし、かつ（
Ｎ＋１）を読取解像度に対する記録解像度の比率よりも大きくすることで、ノズル検知パ
ターンを構成するすべてのドット列が読取データの値の変動量を小さくすることができ、
読取データに基づく異常ノズルの誤判定が抑制される。
【０１４９】
　また、読取データに対して、二値化処理を施した後に異常ノズルの検知を行うことで、
効率よく、かつ正確な異常ノズルの検知が実現される。さらに、読取データに対してしき
い値を設定して、しきい値との比較によって異常ノズルの判定を行うことで、インク液滴
の吐出量異常の検知が可能となる。これらの処理を併用することで、より高い精度で異常
ノズルが検知される。
【０１５０】
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　読取データに対して正規化処理を施すことで、濃度差に起因する異常ノズルの誤検知が
防止される。特に、複数色に対応するヘッドを備える態様では、正規化処理後の読取デー
タに基づく異常ノズルの検知を行うことで、色間の濃度差に起因する誤判定が防止される
。
【０１５１】
　統計的処理を施した後に異常ノズルの判定を行うことで、異常ノズルの検知精度を高め
ることができる。
【０１５２】
　〔他の装置への応用例〕
　上記の実施形態では、グラフィック印刷用のインクジェット記録装置への適用を例に説
明したが、本発明の適用範囲はこの例に限定されない。例えば、電子回路の配線パターン
を描画する配線描画装置、各種デバイスの製造装置、吐出用の機能性液体として樹脂液を
用いるレジスト印刷装置、カラーフィルタ製造装置、マテリアルデポジション用の材料を
用いて微細構造物を形成する微細構造物形成装置など、液状機能性材料を用いて様々な形
状やパターンを得るインクジェットシステムにも広く適用できる。
【０１５３】
　＜付記＞
　上記に詳述した実施形態についての記載から把握されるとおり、本明細書では以下に示
す発明を含む多様な技術思想の開示を含んでいる。
【０１５４】
　（発明１）：記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッ
ドと、前記インクジェットヘッドと記録媒体とを副走査方向に沿って相対的に移動させる
移動手段と、前記複数のノズルを副走査方向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投
影させた投影ノズル列において、Ｎ個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動
させて、主走査方向に沿う（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列を形成し
、駆動されるノズルを順次切り換えながらすべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移
動方向と平行な副走査方向について（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査方向に（
Ｎ＋１）ドット間隔で並べられたドット列を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知
パターンを形成するように前記複数のノズルを駆動制御する駆動制御手段と、前記ノズル
検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノズル検知パタ
ーンを読取る読取手段と、前記読取手段により読取られた画像データに対して統計的処理
を施すデータ処理手段と、前記データ処理手段の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノ
ズルであるか否かを判断する判断手段と、を備え、前記駆動制御手段は、前記ノズル検知
パターンの記録解像度Ｒ１と、前記読取手段の読取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パター
ンの主走査方向における配置ピッチ（Ｎ＋１）と、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式｛
（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐを満たし、かつ、次式（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２を満たす前
記ノズル検知パターンを形成するように前記複数のノズルを駆動制御することを特徴とす
るインクジェット記録装置。
【０１５５】
　本発明によれば、読取手段により読み取られるノズル検知パターンの主走査方向のドッ
ト列の間隔（Ｎ＋１）を、読取手段の読取解像度の２以上の整数倍とし、かつ、（Ｎ＋１
）を読取解像度に対する記録解像度の比率よりも大きくすることで、ノズル検知パターン
を構成するすべてのドット列が確実に読み取られる。したがって、読取手段から得られた
データのデータ抜けが回避され、好ましい異常ノズル検出が実現される。
【０１５６】
　インクジェットヘッドは、複数のノズルに対応して設けられる複数の液室と、複数の液
室に対応して設けられる複数の吐出素子と、を備え、ノズルの配列に対応させて液室及び
吐出素子を配設して構成される態様がある。また、複数色のインクを用いてカラー画像の
記録を行う装置では、色ごとにインクジェットヘッドを備える態様が好ましい。
【０１５７】
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　インクジェットヘッドは、ノズルからカラーインクを吐出する形態以外にも、ノズルか
らレジスト液、樹脂液などの液体を吐出して所望のパターンを形成するように構成しても
よい。
【０１５８】
　（発明２）：発明１に記載のインクジェット記録装置において、前記データ処理手段は
、読取手段から得られた読取データに対して二値化処理を施す二値化処理手段を含み、前
記判断手段は、前記二値化処理手段により得られた二値データにおける前記ノズル検知パ
ターンのドット列間に対応する間隔に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判
断するとともに、前記二値データにおける前記ノズル検知パターンのドット列に対応する
値に基づいて、前記複数のノズルのいずれが異常となっているかを判断することを特徴と
する。
【０１５９】
　かかる態様において、読取手段から得られた読取データに対して二値化処理を施すこと
で、二値化データのデータ「０」間の「１」が連続する区間のデータ数（当該区間の幅）
が本来のデータ数よりも大きいとき、又は小さいときに異常ノズルが存在すると判断する
ことが可能である。
【０１６０】
　（発明３）：発明１に記載のインクジェット記録装置において、前記判断手段は、前記
ノズル検知パターンの同一の段に属する他のノズルにより形成されたドット列のデータ値
が示す濃度値を利用して各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断することを特徴とする
。
【０１６１】
　かかる態様によれば、ノズル検知パターンの同一の段に属するドット列は読取条件が共
通しているで、このデータ値が示す濃度値を利用することで、読取条件に起因する誤差の
影響を受けることがない。
【０１６２】
　（発明４）：発明１又は３に記載のインクジェット記録装置において、前記判断手段は
、前記データ処理手段から得られたデータが示す濃度値に基づいて、前記ノズル検知パタ
ーンのドット列に対応する濃度値と前記ノズル検知パターンのドット列間に対応する濃度
値との中間値に対応するノズルを異常ノズルと判断することを特徴とする。
【０１６３】
　かかる態様によれば、インク吐出量が異常となったノズルの有無を判断することができ
る。
【０１６４】
　（発明５）：発明１に記載のインクジェット記録装置において、前記データ処理手段か
ら得られたデータに対して異常ノズルを判断するためのしきい値を設定するしきい値設定
手段を含み、前記判断手段は、前記データ処理手段から得られたデータと前記しきい値と
を比較して、前記複数のノズルのいずれが異常となっているかを判断することを特徴とす
る。
【０１６５】
　かかる態様において、段ごとやヘッドごとにしきい値が設定される態様が好ましい。
【０１６６】
　（発明６）：発明１に記載のインクジェット記録装置において、前記データ処理手段は
、前記読取手段から得られた読取データに対する統計分布を算出する統計分布算出手段を
含み、前記判断手段は、前記データ処理手段から得られた統計分布に基づいて、予め決め
られた偏差を超えるデータ値に対応するノズルを異常ノズルと判断することを特徴とする
。
【０１６７】
　かかる態様において、統計分布に基づき読取データ値の標準偏差を求める態様も好まし
い。
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【０１６８】
　（発明７）：発明１乃至６のいずれかに記載のインクジェット記録装置において、前記
データ処理手段は、読取手段から得られた読取データに対して正規化処理を施す正規化処
理手段を含むことを特徴とする。
【０１６９】
　かかる態様によれば、ノズル検知パターンの段ごと、又は複数のインクジェットヘッド
を備える構成におけるヘッドごとデータ値の差が補償される。
【０１７０】
　発明７と発明２とを組み合わせて、正規化処理が施された読取データに二値化処理を施
す態様が好ましい。また、発明７と発明３，４とを組み合わせて、正規化処理が施された
読取データが示す濃度値に基づいて異常ノズルの有無を判断するとよい。
【０１７１】
　（発明８）：発明７に記載のインクジェット記録装置において、前記正規化処理手段は
、前記投影ノズル列を複数の領域に分割した領域ごとに前記読取手段から得られた読取デ
ータに対して正規化処理を施すことを特徴とする。
【０１７２】
　かかる態様によれば、ノズル検知パターンの読取条件（照明等）に起因する１段分のド
ット列内の読取誤差が補償される。
【０１７３】
　（発明９）：発明１乃至８のいずれかに記載のインクジェット記録装置において、前記
読取手段は、前記インクジェットヘッドを含む画像記録手段の記録媒体移動方向の下流側
に設けられることを特徴とする。
【０１７４】
　かかる態様によれば、インライン検査が可能となり、異常ノズルが発見されると早期に
対応することが可能となる。
【０１７５】
　（発明１０）：発明１乃至９のいずれかに記載のインクジェット記録装置において、前
記判断手段により異常ノズルと判断されたノズルに対する吐出データを補正する補正手段
を備えたことを特徴とする。
【０１７６】
　かかる態様における吐出データ補正には、異常ノズルの近傍のノズルから代替打滴を行
うように該近傍ノズルの打滴データを変更する態様や、異常ノズルを考慮して画像データ
から吐出データを生成する態様がある。
【０１７７】
　（発明１１）：記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘ
ッドと、前記記録媒体と、を副走査方向に沿って相対的に移動させながら、前記複数のノ
ズルを副走査方向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投影ノズル列にお
いて、Ｎ個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動させて、主走査方向に沿う
（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、駆動されるノズルを順次
切り換えながらすべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動方向と平行な副走査方向
について（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査方向に（Ｎ＋１）ドット間隔で並べ
られたドット列を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを形成するノズル
検知パターン形成工程と、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解
像度Ｒ２を有し、前記ノズル検知パターンを読取る読取工程と、前記読取工程において読
取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理工程と、前記データ処理工程の
処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断する判断工程と、を含み
、前記ノズル検知パターン形成工程は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、前
記読取工程の読取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピッ
チ（Ｎ＋１）と、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐを
満たし、かつ、次式（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２を満たす前記ノズル検知パターンを形成する
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ことを特徴とする異常検出方法。
【符号の説明】
【０１７８】
　１０…インクジェット記録装置、４８Ｍ，４８Ｋ、４８Ｃ，４８Ｙ，１００…ヘッド、
８２…インラインセンサ、１０８…ノズル、１４２…システム制御部、１６８…読取デー
タ処理部、１７０…異常ノズル判定部、１７２…インライン検出部、２０２…ノズル検知
パターン
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